
学校名：江戸川区立小松川第二中学校

教科 学年

5

社会（地理的分野） 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

世界と日本の地域構成 ・世界の地域構成の特色を理
解させ、大陸と海洋の分布や主
な国の位置、緯度や経度など
に着目して多面的・多角的に考
察・表現させる。
・日本の地域構成の特色を理
解させ、周辺の海洋の広がりや
国土を構成する島々の位置な
どに着目して多面的・多角的に
考察・表現させる。

・緯度と経度，大陸と海洋の分
布，主な国々の名称と位置な
どを基に，世界の地域構成を
大観し理解している。
・我が国の国土の位置，世界各
地との時差，領域の範囲や変
化とその特色などを基に，日本
の地域構成を大観し理解して
いる。

・世界の地域構成の特色を，大
陸と海洋の分布や主な国の位
置，緯度や経度などに着目して
多面的・多角的に考察し，表現
している。
・日本の地域構成の特色を，周
辺の海洋の広がりや国土を構
成する島々の位置などに着目
して多面的・多角的に考察し，
表現している。

・世界と日本の地域構成につい
て，よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的
に追究しようとしている。

世界の人々の生活と環境 ・世界各地における人々の生活
やその変容を基に，世界の
人々の生活や環境の多様性を
理解させる。
・世界各地における人々の生活
の特色やその変容の理由を，
その生活が営まれる場所の自
然及び社会的条件などに着目
させ多面的・多角的に考察さ
せ，表現させる。

・人々の生活は，その生活が営
まれる場所の自然及び社会的
条件から影響を受けたり，その
場所の自然及び社会的条件に
影響を与えたりすることを理解
している。
・世界各地における人々の生活
やその変容を基に， 世界の
人々の生活や環境の多様性を
理解している。その際，世界の
主な宗教の分布についても理
解している。

・世界各地における人々の生活
の特色やその変容の理由を，
その生活が営まれる場所の自
然及び社会的条件などに着目
して多面的・多角的に考察し，
表現している。

・世界各地の人々の生活と環
境について，よりよい社会の実
現を視野にそこで見られる課題
を主体的に追究しようとしてい

る。
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社会（地理的分野） 第１学年

・観察や野外調査，文献調査を
行う際の視点や方法，地理的
なまとめ方の基礎を理解するこ
と。
・ 地形図や主題図の読図，目
的や用途に適した地図の作成
などの地理的技能を身に付け
ること。
・地域調査において，対象とな
る場所の特徴などに着目して，
適切な主題や調査，まとめとな
るように，調査の手法やその結
果を多面的・多角的に考察し，
表現すること。

・観察や野外調査，文献調査を
行 う際の視点や方法，地理的
な まとめ方の基礎を理解して
い る。 ・地形図や主題図の読
図，目的や 用途に適した地図
の作成など の地理的技能を身
に付けてい る。

・地域調査において，対象とな
る 場所の特徴などに着目し
て， 適切な主題や調査，まとめ
と なるように，調査の手法やそ
の結果を多面的・多角的に考
察し，表現している。

・地域調査の手法について，よ
りよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追
究しようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
世界の諸地域 ・世界の各州に暮らす人々の

生活を基に，各州の地域的特
色を大観し理解させる。また、
世界各地で顕在化している地
球的課題が、地域的特色の影
響を受けて、異なる現れ方をす
ることを理解する。
・世界の各州において，地域で
見られる地球的課題の要因や
影響を，州という地域の広がり
や地域内の結び付きなどに着
目して，それらの地域的特色と
関連付けて多面的・多角的に
考察し，表現すること。

・世界各地で顕在化している地
球的課題は，それが見られる
地域の地域的特色の影響を受
けて，現れ方が異なることを理
解している。
・世界の各州に暮らす人々の
生活を基に，各州の地域的特
色を大観し理解している。

・世界の各州において，地域で
見られる地球的課題の要因や
影響を，州という地域の広がり
や地域内の結び付きなどに着
目して，それらの地域的特色と
関連付けて多面的・多角的に
考察し，表現している。

・世界の諸地域について，より
よい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追
究しようとしている。
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教科 学年社会（地理的分野） 第２学年

日本の地域的特色と地域区分 ・日本の地形や気候の特色，海洋に
囲まれた日本の国土の特色，自然
災害と防災への取組などを基に，日
本の自然環境に関する特色を理解
する。
・ 少子高齢化の課題，国内の人口
分布や過疎・過密問題などを基に，
日本の人口に関する特色を理解す
ること。
・日本の資源・エネルギー利用の現
状，国内の産業の動向，環境やエネ
ルギーに関する課題などを基に，日
本の資源・エネルギーと産業に関す
る特色を理解すること。
・国内や日本と世界との交通・通信
網の整備状況，これを活用した陸
上，海上輸送などの物流や人の往
来などを基に，国内各地の結び付き
や日本と世界との結び付きの特色を
理解すること。
・ ①から④までの項目に基づく地域
区分を踏まえ，我が国の国土の特色
を大観し理解すること。
・日本や国内地域に関する各種の主
題図や資料を基に，地域区分をする
技能を身に付けること。
・①から④までの項目について，そ
れぞれの地域区分を，地域の共通
点や差異，分布などに着目して，多
面的・多角的に考察し，表現するこ
と。
・ 日本の地域的特色を，①から④ま
での項目に基づく地域区分などに着
目して，それらを関連付けて多面的・
多角的に考察し，表現すること。

・日本の地形や気候の特色，海
洋に囲まれた日本の国土の特
色，自然災害と防災への取組
などを基に，日本の自然環境に
関する特色を理解している。
・少子高齢化の課題，国内の人
口分布や過疎・過密問題などを
基に，日本の人口に関する特
色を理解している。
・日本の資源・エネルギー利用
の現状，国内の産業の動向，
環境やエネルギーに関する課
題などを基に，日本の資源・エ
ネルギーと産業に関する特色
を理解している。
・国内や日本と世界との交通・
通信網の整備状況，これを活
用した陸上，海上輸送などの物
流や人の往来などを基に，国
内各地の結び付きや日本と世
界との結び付きの特色を理解し
ている。
・①から④までの項目に基づく
地域区分を踏まえ，我が国の
国土の特色を大観し理解して
いる。
・日本や国内地域に関する各
種の主題図や資料を基に，地
域区分をする技能を身に付け
ている。

・①から④までの項目につい
て，それぞれの地域区分を，地
域の共通点や差異，分布など
に着目して，多面的・多角的に
考察し，表現している。
・日本の地域的特色を，①から
④までの項目に基づく地域区
分などに着目して，それらを関
連付けて多面的・多角的に考
察し，表現している。

・日本の地域的特色と地域区
分について，よりよい社会の実
現を視野にそこで見られる課題
を主体的に追究しようとしてい
る。

社会（地理的分野） 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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地域の在り方 ・地域の実態や課題解決のための取
組を理解すること。
・地域的な課題の解決に向けて考察，
構想したことを適切に説明，議論
しまとめる手法について理解すること。
・地域の在り方を，地域の結び付きや
地域の変容，持続可能性などに着
目し，そこで見られる地理的な課題に
ついて多面的・多角的に考察，構
想し，表現すること。

・地域の実態や課題解決のた
め の取組を理解している。 ・地
域的な課題の解決に向けて 考
察，構想したことを適切に 説
明，議論しまとめる手法に つい
て理解している。

・地域の在り方を，地域の結び
付 きや地域の変容，持続可能
性 などに着目し，そこで見られ
る地理的な課題について多面
的・多角的に考察，構想し，表
現している。

・地域の在り方について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追
究，解決しようとしている。

日本の諸地域 ・幾つかに区分した日本のそれぞれの
地域について，その地域的特色や地
域の課題を理解すること。
・①から⑤までの考察の仕方で取り上
げた特色ある事象と，それに関連する
他の事象や，そこで生ずる課題を理解
すること。
・次のような思考力，判断力，表現力
等を身に付けること。
・日本の諸地域において，それぞれ①
から⑤までで扱う中核となる事象の成
立条件を，地域の広がりや地域内の
結び付き，人々の対応などに着目し
て，他の事象やそこで生ずる課題と有
機的に関連付けて多面的・多角的に
考察し，表現すること。

・幾つかに区分した日本のそれ
ぞれの地域について，その地
域的特色や地域の課題を理解
している。 ・①から⑤までの考
察の仕方で 取り上げた特色あ
る事象と， それに関連する他
の事象や， そこで生ずる課題
を理解して いる。

・日本の諸地域において，それ
ぞ れ①から⑤までで扱う中核
と なる事象の成立条件を，地
域 の広がりや地域内の結び付
き，人々の対応などに着目し
て，他の事象やそこで生ずる
課題と有機的に関連付けて多
面的・多角的に考察し，表現し
ている。

・日本の諸地域について，より
よ い社会の実現を視野にそこ
で 見られる課題を主体的に追
究 しようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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身近な地域の歴史 ・自らが生活する地域や受け継がれて
きた伝統や文化への関心をもって，具
体的な事柄との関わりの中で，地域の
歴史について調べたり，収集した情報
を年表などにまとめたりするなどの技
能を身に付けること。
・次のような思考力，判断力，表現力
等を身に付けること。
・比較や関連，時代的な背景や地域的
な環境，歴史と私たちとのつながりな
どに着目して，地域に残る文化財や諸
資料を活用して，身近な地域の歴史的
な特徴を多面的・多角的に考察し，表
現すること。

・具体的な事柄との関わりの中
で，地域の歴史について調べ
たり，収集した情報を年表な ど
にまとめたりするなどの技 能を
身に付けている。

 ・比較や関連，時代的な背景
や地 域的な環境，歴史と私た
ちと のつながりなどに着目し
て， 地域に残る文化財や諸資
料を 活用して，身近な地域の
歴史 的な特徴を多面的・多角
的に 考察し，表現している。

・自らが生活する地域や受け継
がれてきた伝統や文化への関
心をもって，身近な地域の歴
史について，よりよい社会の 実
現を視野にそこで見られる 課
題を主体的に追究しようと して
いる。

私たちと歴史 ・幾つかに区分した日本のそれぞれの
地域について，その地域的特色や地
域の課題を理解すること。
・①から⑤までの考察の仕方で取り上
げた特色ある事象と，それに関連する
他の事象や，そこで生ずる課題を理解
すること。
・次のような思考力，判断力，表現力
等を身に付けること。
・日本の諸地域において，それぞれ①
から⑤までで扱う中核となる事象の成
立条件を，地域の広がりや地域内の
結び付き，人々の対応などに着目し
て，他の事象やそこで生ずる課題と有
機的に関連付けて多面的・多角的に
考察し，表現すること。

・年代の表し方や時代区分の
意味や意義についての基本的
な内容を理解している。・資料
から歴史に関わる情報を読み
取ったり，年表などにまとめたり
する技能を身に付けている。

・時期や年代，推移，現在の私
たちとのつながりなどに着目し
て，小学校での学習を踏まえて
歴史上の人物や文化財，出来
事などから適切なものを取
り上げ，時代区分との関わりな
どについて考察し表現してい
る。

・私たちと歴史について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究
しようとしている。

社会（歴史的分野） 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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古代までの日本 ・世界の古代文明や宗教のおこりを基
に，世界の各地で文明が築かれたこと
を理解すること。
・日本列島における農耕の広まりと生
活の変化や当時の人々の信仰，大和
朝廷（大和政権）による統一の様子と
東アジアとの関わりなどを基に，東ア
ジアの文明の影響を受けながら我が
国で国家が形成されていったことを理
解すること。
・律令国家の確立に至るまでの過程，
摂関政治などを基に，東アジアの文物
や制度を積極的に取り入れながら国
家の仕組みが整えられ，その後，天皇
や貴族による政治が展開したことを理
解すること。
・仏教の伝来とその影響，仮名文字の
成立などを基に，国際的な要素をもっ
た文化が栄え，それらを基礎としなが
ら文化の国風化が進んだことを理解す
ること。
・ 古代文明や宗教が起こった場所や
環境，農耕の広まりや生産技術の発
展，東アジアとの接触や交流と政治や
文化の変化などに着目して，事象を相
互に関連付けるなどして，アのアから
エまでについて古代の社会の変化の
様子を多面的・多角的に考察し，表現
すること。
・ 古代までの日本を大観して，時代の
特色を多面的・多角的に考察し，表現
すること。

・世界の古代文明や宗教のお
こりを基に，世界の各地で文明
が築かれたことを理解してい
る。・日本列島における農耕の
広まりと生活の変化や当時の
人々の信仰，大和朝廷（大和政
権）による統一の様子と東アジ
アとの関わりなどを基に，東ア
ジアの文明の影響を受けなが
ら我が国で国家が形成されて
いったことを理解している。・律
令国家の確立に至るまでの過
程，摂関政治などを基に，東ア
ジアの文物や制度を積極的に
取り入れながら国家の仕組み
が整えられ，その後，天皇や貴
族による政治が展開したことを
理解している。・仏教の伝来と
その影響，仮名文字の成立な
どを基に，国際的な要素をもっ
た文化が栄え，それらを基礎と
しながら文化の国風化が進ん
だことを理解している。

・古代文明や宗教が起こった場
所や 環境，農耕の広まりや生
産技術の 発展，東アジアとの
接触や交流と 政治や文化の変
化などに着目し て，事象を相互
に関連付けるなど して，アの
(ｱ)から(ｴ)までについ て古代の
社会の変化の様子を多面 的・
多角的に考察し，表現してい
る。 ・古代までの日本を大観し
て，時代 の特色を多面的・多
角的に考察 し，表現している。

・古代までの日本について，よ
りよ い社会の実現を視野にそ
こに見られ る課題を主体的に
追究しようとして いる。

社会（歴史的分野） 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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中世の日本 ・鎌倉幕府の成立，元寇（モンゴル帝
国の襲来）などを基に，武士が台頭し
て主従の結び付きや武力を背景とした
武家政権が成立し，その支配が広まっ
たこと，元寇がユーラシアの変化の中
で起こったことを理解すること。
・武家政治の展開と東アジアの動き南
北朝の争乱と室町幕府，日明貿易，琉
球の国際的な役割などを基に，武家政
治の展開とともに，東アジア世界との
密接な関わりが見られたことを理解す
ること。
・農業など諸産業の発達，畿内を中心
とした都市や農村における自治的な仕
組みの成立，武士や民衆などの多様
な文化の形成，応仁の乱後の社会的
な変動などを基に，民衆の成長を背景
とした社会や文化が生まれたことを理
解すること。
・武士の政治への進出と展開，東アジ
アにおける交流，農業や商工業の発
達などに着目して，事象を相互に関連
付けるなどして，アのアからウまでに
ついて中世の社会の変化の様子を多
面的・多角的に考察し，表現すること。
・中世の日本を大観して，時代の特色
を多面的・多角的に考察し，表現する
こと。

・鎌倉幕府の成立，元寇（モン
ゴル帝国の襲来）などを基に，
武士が台頭して主従の結び付
きや武力を背景とした武家政権
が成立し，その支配が広まった
こと，元寇がユーラシアの変化
の中で起こったことを理解して
いる。・南北朝の争乱と室町幕
府，日明貿易，琉球の国際的
な役割などを基に，武家政治の
展開とともに，東アジア世界と
の密接な関わりが見られたこと
を理解している。・農業など諸
産業の発達，畿内を中心とした
都市や農村における自治的な
仕組みの成立，武士や民衆な
どの多様な文化の形成，応仁
の乱後の社会的な変動などを
基に，民衆の成長を背景とした
社会や文化が生まれたことを
理解している。

・武士の政治への進出と展開，
東アジアにおける交流，農業や
商工業の発達などに着目して，
事象を相互に関連付けるなどし
て，アの(ｱ)から(ｳ)までについ
て中世の社会の変化の様子を
多面的・多角的に考察し，表現
している。・中世の日本を大観
して，時代の特色を多面的・多
角的に考察し，表
現している。

・中世の日本について，よりよ
い社
会の実現を視野にそこで見ら
れる
課題を主体的に追究しようとし
て
いる。

社会（歴史的分野） 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立小松川第二中学校

教科 学年

5

近世の日本 ・ヨーロッパ人来航の背景とその影響，
織田・豊臣による統一事業とその当時
の対外関係，武将や豪商などの生活
文化の展開などを基に，近世社会の
基礎がつくられたことを理解すること。
・江戸幕府の成立と大名統制，身分制
と農村の様子，鎖国などの幕府の対
外政策と対外関係などを基に，幕府と
藩による支配が確立したことを理解す
ること。
・産業や交通の発達，教育の普及と文
化の広がりなどを基に，町人文化が都
市を中心に形成されたことや，各地方
の生活文化が生まれたことを理解する
こと。
・社会の変動や欧米諸国の接近，幕府
の政治改革，新しい学問・思想の動き
などを基に，幕府の政治が次第に行き
詰まりをみせたことを理解すること。
・交易の広がりとその影響，統一政権
の諸政策の目的，産業の発達と文化
の担い手の変化，社会の変化と幕府
の政策の変化などに着目して，事象を
相互に関連付けるなどして，アのアか
らエまでについて近世の社会の変化
の様子を多面的・多角的に考察し，表
現すること。
・近世の日本を大観して，時代の特色
を多面的・多角的に考察し，表現する
こと。

・ヨーロッパ人来航の背景とそ
の影響，織田・豊臣による統一
事業とその当時の対外関係，
武将や豪商などの生活文化の
展開などを基に，近世社会の
基礎がつくられたことを理解し
ている。 ・江戸幕府の成立と大
名統制，身分制と農村の様子，
鎖国などの幕府の対外政策と
対外関係などを基に，幕府と藩
による支配が確立したことを理
解している。・産業や交通の発
達，教育の普及と文化の広がり
などを基に，町人文化が都市を
中心に形成されたことや，各地
方の生活文化が生まれたこと
を理解している。・社会の変動
や欧米諸国の接近，幕府の政
治改革，新しい学問・思想の動
きなどを基に，幕府の政治が次
第に行き詰まりをみせたことを
理解している。

・交易の広がりとその影響，統
一 政権の諸政策の目的，産業
の 発達と文化の担い手の変
化， 社会の変化と幕府の政策
の変 化などに着目して，事象を
相互に関連付けるなどして，ア
の(ｱ)から(ｴ)までについて近世
の社会の変化の様子を多面
的・多角的に考察し，表現して
いる。・近世の日本を大観して，
時代の特色を多面的・多角的
に考察し，表現している。

・近世の日本について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究
しようとしている。

社会（歴史的分野） 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立小松川第二中学校

教科 学年

5

近代の日本 ・ 欧米における近代社会の成立とアジア諸国
の動き欧米諸国における産業革命や市民革
命，アジア諸国の動きなどを基に，欧米諸国
が近代社会を成立させてアジアへ進出したこ
とを理解すること。
・開国とその影響，富国強兵・殖産興業政策，
文明開化の風潮などを基に，明治維新によっ
て近代国家の基礎が整えられて，人々の生活
が大きく変化したことを理解すること。
・自由民権運動，大日本帝国憲法の制定，日
清・日露戦争，条約改正などを基に，立憲制
の国家が成立して議会政治が始まるとともに，
我が国の国際的な地位が向上したことを理解
すること。
・我が国の産業革命，この時期の国民生活の
変化，学問・教育・科学・芸術の発展などを基
に，我が国で近代産業が発展し，近代文化が
形成されたことを理解すること。
・第一次世界大戦の背景とその影響，民族運
動の高まりと国際協調の動き，我が国の国民
の政治的自覚の高まりと文化の大衆化などを
基に，第一次世界大戦前後の国際情勢及び
我が国の動きと，大戦後に国際平和への努力
がなされたことを理解すること。
・経済の世界的な混乱と社会問題の発生，昭
和初期から第二次世界大戦の終結までの我
が国の政治・外交の動き，中国などアジア諸
国との関係，欧米諸国の動き，戦時下の国民
の生活などを基に，軍部の台頭から戦争まで
の経過と，大戦が人類全体に惨禍を及ぼした
ことを理解すること。
・工業化の進展と政治や社会の変化，明治政
府の諸改革の目的，議会政治や外交の展開，
近代化がもたらした文化への影響，経済の変
化の政治への影響，戦争に向かう時期の社会
や生活の変化，世界の動きと我が国との関連
などに着目して，事象を相互に関連付けるな
どして，アのアからカまでについて近代の社会
の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表
現すること。
・ 近代の日本と世界を大観して，時代の特色
を多面的・多角的に考察し，表現すること。

・欧米諸国における産業革命や市民
革命，アジア諸国の動きなどを基に，
欧米諸国が近代社会を成立させてア
ジアへ進出したことを理解している。・
開国とその影響，富国強兵・殖産興業
政策，文明開化の風潮などを基に，明
治維新によって近代国家の基礎が整
えられて，人々の生活が大きく変化し
たことを理解している。・自由民権運
動，大日本帝国憲法の制定，日清・日
露戦争，条約改正などを基に，立憲制
の国家が成立して議会政治が始まる
とともに，我が国の国際的な地位が向
上したことを理解している。・我が国の
産業革命，この時期の国民生活の変
化，学問・教育・科学・芸術の発展など
を基に，我が国で近代産業が発展し，
近代文化が形成されたことを理解して
いる。・第一次世界大戦の背景とその
影響，民族運動の高まりと国際協調の
動き，我が国の国民の政治的自覚の
高まりと文化の大衆化などを基に，第
一次世界大戦前後の国際情勢及び我
が国の動きと，大戦後に国際平和
への努力がなされたことを理解してい
る。・経済の世界的な混乱と社会問題
の発生，昭和初期から第二次世界大
戦の終結までの我が国の政治・外交
の
動き，中国などアジア諸国との関係，
欧米諸国の動き，戦時下の国民の生
活などを基に，軍部の台頭から戦争ま
での経過と，大戦が人類全体に惨禍を
及ぼしたことを理解している。

・工業化の進展と政治や社会
の変 化，明治政府の諸改革の
目的，議 会政治や外交の展
開，近代化がも たらした文化へ
の影響，経済の変 化の政治へ
の影響，戦争に向かう 時期の
社会や生活の変化，世界の 動
きと我が国との関連などに着目
して，事象を相互に関連付ける
などして，アの(ｱ)から(ｶ)までに
つ いて近代の社会の変化の様
子を多 面的・多角的に考察し，
表現して いる。 ・近代の日本と
世界を大観して，時代の特色を
多面的・多角的に考察 し，表現
している。

・近代の日本と世界について，
より よい社会の実現を視野に
そこで見 られる課題を主体的
に追究しよう としている。

社会（歴史的分野） 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立小松川第二中学校

教科 学年

5

現代の日本 ・冷戦，我が国の民主化と再建の過
程，国際社会への復帰などを基に，第
二次世界大戦後の諸改革の特色や世
界の動きの中で新しい日本の建設が
進められたことを理解すること。
・高度経済成長，国際社会との関わ
り，冷戦の終結などを基に，我が国の
経済や科学技術の発展によって国民
の生活が向上し，国際社会において我
が国の役割が大きくなってきたことを
理解すること。
・諸改革の展開と国際社会の変化，政
治の展開と国民生活の変化などに着
目して，事象を相互に関連付けるなど
して，アのア及びイについて現代の社
会の変化の様子を多面的・多角的に
考察し，表現すること。
・現代の日本と世界を大観して，時代
の特色を多面的・多角的に考察し，表
現すること。
・これまでの学習を踏まえ，歴史と私た
ちとのつながり，現在と未来の日本や
世界の在り方について，課題意識を
もって多面的・多角的に考察，構想し，
表現すること。

・冷戦，我が国の民主化と再建
の過程，国際社会への復帰な
どを基に，第二次世界大戦後
の諸改革の特色や世界の動き
の中で新しい日本の建設が進
められたことを理解している。・
高度経済成長，国際社会との
関わり，冷戦の終結などを基
に，我が国の経済や科学技術
の発展によって国民の生活が
向上し，国際社会において我が
国の役割が大きくなってきたこ
とを理解している

・諸改革の展開と国際社会の
変化，政治の展開と国民生活
の変化などに着目して，事象を
相互に関連付けるなどして，ア
の(ｱ)及び(ｲ)について現代の社
会の変化の様子を多面的・多
角的に考察し，表現している。・
現代の日本と世界を大観して，
時代の特色を多面的・多角的
に考察し，表現している。・これ
までの学習を踏まえ，歴史と私
たちとのつながり，現在と未来
の日本や世界の在り方につい
て，課題意識をもって多面的・
多角的に考察，構想し，表現し
ている。

・現代の日本と世界について，
よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追
究，解決しようとしている。

社会（歴史的分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立小松川第二中学校

教科 学年

5

5

現代社会をとらえる枠組み ・現代社会の見方・考え方の基礎とな
る枠組みとして，対立と合意，効率と公
正などについて理解すること。
・人間は本来社会的存在であることを
基に，個人の尊厳と両性の本質的平
等，契約の重要性やそれを守ることの
意義及び個人の責任について理解す
ること。
・社会生活における物事の決定の仕
方，契約を通した個人と社会との関
係，きまりの役割について多面的・多
角的に考察し，表現すること。

・現代社会の見方・考え方の基
礎 となる枠組みとして，対立と
合意，効率と公正などについ
て理解している。 ・人間は本来
社会的存在である ことを基に，
個人の尊厳と両 性の本質的平
等，契約の重要 性やそれを守
ることの意義及 び個人の責任
について理解し ている。

 ・対立と合意，効率と公正など
に 着目して，社会生活におけ
る 物事の決定の仕方，契約を
通 した個人と社会との関係，き
まりの役割について多面的・ 多
角的に考察し，表現してい る。

・現代社会を捉える枠組みにつ
いて，現代社会に見られる課
題の解決を視野に主体的に社
会に関わろうとしている。

私たちが生きる現代社会 ・ 現代日本の特色として少子高齢化，
情報化，グローバル化などが見られる
ことについて理解すること。
・現代社会における文化の意義や影
響について理解すること。
・少子高齢化，情報化，グローバル化
などが現在と将来の政治，経済，国際
関係に与える影響について多面的・多
角的に考察し，表現すること。
・文化の継承と創造の意義について多
面的・多角的に考察し，表現すること。

・現代日本の特色として少子高
齢化，情報化，グローバル化な
どが見られることについて理解
している。・現代社会における
文化の意義や影響について理
解している。

・位置や空間的な広がり，推移
や変化などに着目して，少子高
齢化，情報化，グローバル化な
どが現在と将来の政治，経済，
国際関係に与える影響につい
て多面的・多角的に考察し，表
現している。・位置や空間的な
広がり，推移や変化などに着目
して，文化の継承と創造の意義
について多面的・多角的に考察
し，表現している。

・私たちが生きる現代社会と文
化の特色について，現代社会
に見られる課題の解決を視野
に主体的に社会に関わろうとし
ている。

社会（公民的分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立小松川第二中学校

教科 学年

5

5

国民の生活と政府の役割 ・社会資本の整備，公害の防止など環
境の保全，少子高齢社会における社
会保障の充実・安定化，消費者の保護
について，それらの意義を理解するこ
と。
・財政及び租税の意義，国民の納税の
義務について理解すること。
・市場の働きに委ねることが難しい諸
問題に関して，国や地方公共団体が
果たす役割について多面的・多角的に
考察，構想し，表現すること。
・財政及び租税の役割について多面
的・多角的に考察し，表現すること。

・社会資本の整備，公害の防止
など環境の保全，少子高齢社
会における社会保障の充実・安
定化，消費者の保護について，
それらの意義を理解してい
る。・財政及び租税の意義，国
民の納税の義務について理解
している。

・対立と合意，効率と公正，分
業と交換，希少性などに着目し
て，市場の働きに委ねることが
難しい諸問題に関して，国や地
方公共団体が果たす役割につ
いて多面的・多角的に考察，構
想し，表現している。・対立と合
意，効率と公正，分業と交換，
希少性などに着目して，財政及
び租税の役割について多面的・
多角的に考察し，表現してい
る。

・国民の生活と政府の役割につ
いて，現代社会に見られる課題
の解決を視野に主体的に社会
に関わろうとしている。

市場の働きと経済 ・身近な消費生活を中心に経済活動
の意義について理解すること。
・市場経済の基本的な考え方について
理解すること。その際，市場における
価格の決まり方や資源の配分につい
て理解すること。
・現代の生産や金融などの仕組みや
働きを理解すること。
・勤労の権利と義務，労働組合の意義
及び労働基準法の精神について理解
すること。
・個人や企業の経済活動における役
割と責任について多面的・多角的に考
察し，表現すること。
・ 社会生活における職業の意義と役
割及び雇用と労働条件の改善につい
て多面的・多角的に考察し，表現する
こと。

・身近な消費生活を中心に経済
活動の意義について理解して
いる。・市場経済の基本的な考
え方について理解している。そ
の際，市場における価格の決
まり方や資源の配分について
理解している。・現代の生産や
金融などの仕組みや働きを理
解している。・勤労の権利と義
務，労働組合の意義及び労働
基準法の精神について理解し
ている。

・対立と合意，効率と公正，分
業と交換，希少性などに着目し
て，個人や企業の経済活動に
おける役割と責任について多
面的・多角的に考察し，表現し
ている。・対立と合意，効率と公
正，分業と交換，希少性などに
着目して，社会生活における職
業の意義と役割及び雇用と労
働条件の改善について多面
的・多角的に考察し，表現して
いる。

・市場の働きと経済について，
現代社会に見られる課題の解
決を視野に主体的社会に関わ
ろうとしている。

社会（公民的分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立小松川第二中学校

教科 学年

5

5

民主政治と政治参加 ・国会を中心とする我が国の民主政治
の仕組みのあらましや政党の役割を
理解すること。
・ 議会制民主主義の意義，多数決の
原理とその運用の在り方について理
解すること。
・国民の権利を守り，社会の秩序を維
持するために，法に基づく公正な裁判
の保障があることについて理解するこ
と。
・地方自治の基本的な考え方について
理解すること。その際，地方公共団体
の政治の仕組み，住民の権利や義務
について理解すること。
・民主政治の推進と，公正な世論の形
成や選挙など国民の政治参加との関
連について多面的・多角的に考察，構
想し，表現すること。

・国会を中心とする我が国の民
主政治の仕組みのあらましや
政党の役割を理解している。・
議会制民主主義の意義，多数
決の原理とその運用の在り方
について理解している。・国民
の権利を守り，社会の秩序を維
持するために，法に基づく公正
な裁判の保障があることについ
て理解している。・地方自治の
基本的な考え方について理解
している。その際，地方公共団
体の政治の仕組み，住民の権
利や義務について理解してい
る。

・対立と合意，効率と公正，個
人の尊重と法の支配，民主主
義などに着目して，民主政治の
推進と，公正な世論の形成や
選挙など国民の政治参加との
関連について多面・多角的に考
察，構想し，表現している。

・民主政治と政治参加につい
て，現代社会に見られる課題の
解決を視野に主体的に社会に
関わろうとしている。

人間の尊重と日本国憲法の基
本的原則

・人間の尊重についての考え方を，基
本的人権を中心に深め，法の意義を
理解すること。
・民主的な社会生活を営むためには，
法に基づく政治が大切であることを理
解すること。
・日本国憲法が基本的人権の尊重，国
民主権及び平和主義を基本的原則と
していることについて理解すること。
・日本国及び日本国民統合の象徴とし
ての天皇の地位と天皇の国事に関す
る行為について理解すること。
・我が国の政治が日本国憲法に基づ
いて行われていることの意義について
多面的・多角的に考察し，表現するこ
と。

・人間の尊重についての考え方
を，基本的人権を中心に深め，
法の意義を理解している。・民
主的な社会生活を営むために
は，法に基づく政治が大切であ
ることを理解している。・日本国
憲法が基本的人権の尊重，国
民主権及び平和主義を基本的
原則としていることについて理
解している。・日本国及び日本
国民統合の象徴としての天皇
の地位と天皇の国事に関する
行為について理解している。

・対立と合意，効率と公正，個
人の尊重と法の支配，民主主
義などに着目して，我が国の政
治が日本国憲法に基づいて行
われていることの意義について
多面的・多角的に考察し，表現
している。

・人間の尊重についての考え方
や日本国憲法の基本的原則な
どについて，現代社会に見られ
る課題の解決を視野に主体的
に社会に関わろうとしている。

社会（公民的分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立小松川第二中学校

教科 学年

5

5

よりよい社会に向けて ・国会を中心とする我が国の民主政治
の仕組みのあらましや政党の役割を
理解すること。
・ 議会制民主主義の意義，多数決の
原理とその運用の在り方について理
解すること。
・国民の権利を守り，社会の秩序を維
持するために，法に基づく公正な裁判
の保障があることについて理解するこ
と。
・地方自治の基本的な考え方について
理解すること。その際，地方公共団体
の政治の仕組み，住民の権利や義務
について理解すること。
・民主政治の推進と，公正な世論の形
成や選挙など国民の政治参加との関
連について多面的・多角的に考察，構
想し，表現すること。

・社会的な見方・考え方を働か
せ，私たちがよりよい社会を築
いていくために解決すべき課
題を多面的・多角的に考察，構
想し，自分の考えを説明，論述
している。

・私たちがよりよい社会を築い
ていくために解決すべき課題
について，現代社会に見られる
課題の解決を視野に主体的に
社会に関わろうとしている。

世界平和と人類の福祉の増大 ・世界平和の実現と人類の福祉の増
大のためには，国際協調の観点から，
国家間の相互の主権の尊重と協力，
各国民の相互理解と協力及び国際連
合をはじめとする国際機構などの役割
が大切であることを理解すること。その
際，領土（領海，領空を含む。），国家
主権，国際連合の働きなど基本的な
事項について理解すること。
・地球環境，資源・エネルギー，貧困な
どの課題の解決のために経済的，技
術的な協力などが大切であることを理
解すること。
・日本国憲法の平和主義を基に，我が
国の安全と防衛，国際貢献を含む国
際社会における我が国の役割につい
て多面的・多角的に考察，構想し，表
現すること。

・世界平和の実現と人類の福
祉の増大のためには，国際協
調の観点から，国家間の相互
の主権の尊重と協力，各国民
の相互理解と協力及び国際連
合をはじめとする国際機構など
の役割が大切であることを理解
している。その際，領土（領海，
領空を含む。），国家主権，国
際連合の働きなど基本的な事
項について理解している。・地
球環境，資源・エネルギー，貧
困などの課題の解決のために
経済的，技術的な協力などが
大切であることを理解してい
る。

・対立と合意，効率と公正，協
調，持続可能性などに着目し
て，日本国憲法の平和主義を
基に，我が国の安全と防衛，国
際貢献を含む国際社会におけ
る我が国の役割について多面
的・多角的に考察，構想し，表
現している。

・世界平和と人類の福祉の増
大について，現代社会に見られ
る課題の解決を視野に主体的
に社会に関わろうとしている。

社会（公民的分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


